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4
　
　
二
十
年
の
あ
ゆ
み

農
作
業
に
見
る

璽
．欝 縣　　睡

　欝

（毎月10日発行）

　人ロの動き
　9月1日現在
男5，155（＋5）

女5233（ト3）
計1、q388（ト8）
世帯数a359（卜1）
（）内は前月比較

　
…
－
』
「

灘

覇
大

’
」
ρ

∪

　　畢～・．鞭垂藝　醗灘

を祝う

　去る1日は、川西町はたちの誕生日
内外から大勢の方々をお招きし、盛大
にお祝いをしましたo
　とくに、昼夜2回の芸能祭りは大盛
況で、20周年にふさわしい楽風亜日
となりましたo

戦2日至誠堂病院2－3276
15日十日町病院7－5566
19日池田医院2－2581
23日山口医院2－2174
26日富田医院2－3269
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藤巻・児玉氏を名誉町民に

8／12特別功労者も決める

　
　
報
告

議
会

先
月
＋
二

日
に
開
か
れ

た
臨
時
議
会

は
、
二
＋
周

年
記
念
式
典

に
焦
点
を
あ

わ
せ
、
名
誉

町
民
の
推
た

い
や
、
特
別

功
労
者
の
表

彰
な
ど
を
中

心
に
審
議
し

ま
し
た
。

　
す
で
に
一

日
の
式
典
を

経
て
、
皆
さ

ん
も
ご
存
知

の
と
こ
ろ
で

す
が
、
名
誉

町
民
と
し
て

は
、
藤
巻
力

雄
氏
（
上
野

・
医
師
）
、

児
玉
輝
彦
氏

（
船
橋
市
・

　
い
ず
れ
も
、
お
名
前
や
略
歴
を
別
に

掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
こ
の
日
の
議
会
で
は
、

字
の
区
域
の
変
更
（
土
地
改
良
塩
辛
地

区
畑
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
る
も
の
で
、

大
字
新
町
新
田
、
大
字
寺
ケ
崎
地
内
の

境
界
変
更
）
、
及
ぴ
先
の
議
会
で
産
業

厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
商
工

会
館
建
設
に
関
す
る
請
願
を
、
委
員
長

報
告
の
の
ち
採
択
に
決
定
し
ま
し
た
。

五
十
二
年
の
歌
会
始

お
題
は
「
海
」

　
五
十
二
年
歌
会
始
の
お
題
は
、
「
海
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
は

一
、
自
作
の
歌
一
人
一
首
、
未
発
表
も
の

共
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

　
の
乙
と
、
　
（
病
人
等
は
、
理
由
を
添

　
え
れ
ば
代
書
も
可
）

三
、
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

　
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住

　
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生

　
年
月
日
、
職
業
を
書
く
乙
と
。

四
、
詠
進
の
期
間
　
今
月
一
日
か
ら
十
月

　
＋
二
日
ま
で

五
、
送
り
先
－
丁
一
〇
〇
　
東
京
都
千
代

　
田
区
千
代
田
一
番
一
号
、
宮
内
庁
と

　
し
、
　
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
る
。

六
、
そ
の
他
　
疑
問
点
は
、
直
接
宮
内
庁

　
式
部
職
あ
て
に
、
住
所
・
氏
名
・
返

　
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
そ
え
、

　
今
月
末
日
ま
で
に
照
会
を
。

住
宅
払
下
げ
公
告

画
伯
）
の
お
二
人
が
、
ま
た
、
特
別
功

労
者
と
し
て
は
、
下
平
新
田
の
沢
口
由

蔵
さ
ん
ほ
か
十
九
名
の
方
々
が
決
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
次
に
よ
り
、
町
有
住
宅
の
払
下
げ
を

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
今
月
二
十

日
ま
で
に
企
画
室
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
場
所
中
島
町

二
、
構
造
　
木
造
二
階
建
て
、
一
棟

三
、
規
模
八
六
、
七
七
平
方
メ
ー
ト
ル

四
、
払
下
げ
時
期

　
　
　
　
今
月
二
十
四
日
こ
ろ
の
予
定

五
、
払
下
げ
方
法

　
　
　
　
競
売
ま
た
は
選
考
払
下
げ
。

内
部
障
害
者
の

　
　
　
入
所
生
を
募
集

　
次
に
よ
り
、
内
部
障
害
者
の
入
所
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
目
　
的
　
内
部
障
害
者
の
健
康
管
理

　
を
行
い
な
が
ら
、
技
能
を
身
に
つ
け

ゆ
℃
廿
つ

名
誉
町
民
・
・
：
：
学
術
、
技
芸
、
そ

　
の
他
社
会
文
化
の
進
展
に
貢
献
し

　
そ
の
業
績
卓
絶
で
町
民
の
敬
仰
を

　
受
け
る
人
を
、
議
会
に
は
か
っ
て

　
名
誉
町
民
と
す
る
。

特
別
功
労
表
彰
…
：
・
政
治
、
経
済

　
教
育
文
化
、
社
会
福
祉
な
ど
全
般

に
わ
た
り
町
振
興
に
寄
与
し
、
町

民
の
手
本
と
さ
れ
る
行
為
の
あ
っ

た
人
。

　
例
え
ば
、
町
長
職
十
二
年
以
上

　
特
別
職
、
議
会
議
員
な
ど
通
算
二

　
十
年
以
上
の
人
で
、
功
労
顕
著
な

　
者
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て

表
彰
。

功
労
表
彰
…
…
前
項
と
同
様
で
、

　
特
別
職
、
議
会
議
員
な
ど
通
算
十

　
二
年
以
上
の
人
、
町
職
員
な
ど
で

　
通
算
二
十
年
以
上
在
職
し
、
職
務

　
に
精
励
、
功
労
顕
著
な
人
を
表
彰

善
行
表
彰
…
…
前
項
と
同
様
。
多

　
年
町
の
公
益
に
関
す
る
事
業
に
尽

　
力
、
業
績
顕
著
で
他
の
模
範
と
な

　
る
べ
き
人
、
公
益
の
た
め
多
額
の

　
金
品
を
寄
付
さ
れ
た
人
、
非
常
災

　
害
に
際
し
、
と
く
に
功
績
が
顕
著

　
で
あ
っ
た
人
な
ど
を
表
彰
。

　
社
会
復
帰
を
促
進
し
ま
す

＊
入
所
対
象
、
呼
吸
器
な
ら
ぴ
に
心
臓

腎
臓
機
能
障
害
者
で
す

＊
入
所
資
格
、
満
十
五
歳
以
上
の
人
で

　
医
師
が
訓
練
指
導
を
行
っ
て
も
差
つ

　
か
え
な
い
と
認
め
た
者
（
精
神
的
障

害
の
な
い
人
）

＊
入
所
費
用
、
生
活
保
護
世
帯
及
ぴ
低

　
所
得
者
は
無
料
、
こ
の
人
た
ち
に
は

　
日
用
品
費
、
訓
練
手
当
を
支
給
、
高

　
額
所
得
者
は
食
費
の
み
負
担

＊
健
康
管
理
、
嘱
託
医
の
診
察
が
受
け

　
ら
れ
、
薬
を
続
け
な
が
ら
入
所
で
き

　
ま
す
。
定
期
検
査
は
毎
月
、
異
状
の

　
あ
る
と
き
は
夜
間
で
も
往
診
可
能

＊
訓
練
科
目
、
電
気
科
、
洋
裁
編
物
科

　
印
刷
科
、
経
理
簿
記
科

＊
入
所
時
期
、
四
月
、
十
月
の
年
二
回

　
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
社
会
課
へ
。

・
ん
・
ふ
・
く
し

き
　
国
民
年
金
が

●ん　
　
　
国
民
年
金
は
、
年
々
そ
の
内
容
が

．
　
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
も

ね
先
の
国
会
で
法
改
正
が
あ
り
、
一
段

　
　
と
充
実
し
ま
し
た
。

　
　
　
主
な
改
善
内
容
は
、
別
表
の
と
お

　
　
り
で
す
。

　
　
　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
増
額
さ
れ
た

　
　
年
金
が
、
受
給
者
の
お
手
元
に
届
く

　
　
の
は
、
拠
出
年
金
が
こ
と
し
の
十
二

　
　
月
（
老
齢
年
金
は
十
一
月
）
、
福
祉

　
　
年
金
は
、
来
年
一
且
の
支
払
月
と
な

　
　
り
ま
す
。
、

　
　
　
な
お
、
年
金
が
増
額
す
れ
ば
当
然

　
　
費
用
も
か
さ
み
ま
す
。

　
　
　
そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
で
は
、
国

　
　
か
ら
の
負
担
分
を
増
や
す
か
た
わ
ら

大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
も
、
応
分
の
負

担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
こ
の
結
果
、
現
行
千
四
百
円
の
保

険
料
は
、
五
十
二
年
四
月
か
ら
二
千

二
百
円
に
、
五
十
三
年
四
月
か
ら
は

二
千
五
百
円
（
五
十
二
年
度
に
お
い

て
、
年
金
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ

れ
た
と
き
は
、
こ
の
保
険
料
に
も
ス

ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
）
そ
し
て

以
後
も
段
階
的
に
保
険
料
を
引
き
あ

げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
制
度
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
行

わ
れ
る
保
険
料
引
き
あ
げ
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

おもな改善事項区分

1．年金額の引上げ（51．9実施）
　ア　保険料納付期間1か月につき8㏄1円で
　　計算されているものを1，3㏄1円に、また
　　昭和5．4．1以前生れの者に加算される優
　遇分、1カ月300円を500円にするo
　　　　　　　　　　　　　　（月額）

　25年年金　　　　28，3㏄1円・→32，500円
　10年年金　　　　17，688円一→20，500円
　　5年犀金　　　　13，000円→15，000円
イ　障害年金（最低保障額）
　　　　　　　　1級35，375円→41，250円
　　　　　　　　2級28，300円→33，000円
　ウ　母子、準母子、遺児の各年金
　　　　　　　　　　28，3㏄1円→33，000円
　工　その他
　　母子年金の加算額や死亡一時金の引上げ

2　保険料の引上げ（52．4実施）
　　定額保険料　　　　1，4㏄1円→2，200円
3．　その他

　　障害・遺児年金の通算制度の創設、障害
年金の廃疾認定日の短縮、国庫負担時期の
　変』更．

拠

出

年

金
、

1．年金額の引上げ（51．10実施）
　ア　老齢福祉年金　12，000円→13，500円
　イ　障害福祉年金　1級
　　　　　　　　　　　18，000円→20，3㏄1円

　　　　　　　　　　2級
　　　　　　　　　　　12，000円→13，500円
　ウ　母子・準母子福祉年金
　　　　　　　　　　　15，600円→17，6㏄》円

福
祉
年
金

’
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発
展
へ

　
　
　
　
で
き

の
基
盤
が

あ
が
り

町
長
根

　
一
町
三
か
村
民
の
期
待
と
、
い
ち
ま

つ
の
不
安
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
も
、
わ

た
し
た
ち
の
町
〃
川
西
町
〃
が
誕
生
を

み
た
の
は
、
今
を
去
る
二
十
年
前
の
こ

と
で
し
た
。

　
以
来
、
全
町
民
の
総
力
を
集
め
、
新

町
建
設
へ
の
ひ
た
む
き
な
努
力
と
、
高

度
経
済
成
長
に
恵
ま
れ
た
歳
月
は
、
様

々
な
歴
史
と
、
多
く
の
成
果
を
残
し
て

今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　
川
西
町
が
、
こ
こ
に
立
派
に
成
人
に

達
し
た
の
で
す
。

　
生
活
水
準
の
大
き
な
変
革
、
産
業
、

教
育
、
福
祉
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
予
測

で
き
な
い
ほ
ど
に
姿
を
一
変
し
た
年
月

　
川
西
郷
合
併
に
苦
悩
の
日
々
を
費
や

さ
れ
た
多
く
の
万
々
も
、
よ
も
や
、
合

併
二
十
年
後
の
町
を
、
こ
こ
ま
で
想
像

ま
し
た
津
正
三

は
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
二
十
年
の
た
ゆ
み
な
い
蓄
積
が
、
今

こ
こ
に
、
豊
か
さ
と
便
利
さ
、
う
る
お

い
の
あ
る
生
活
を
現
実
の
も
の
と
し
た

の
で
す
。

　
し
か
し
、
喜
ぴ
の
反
面
、
過
疎
と
い

う
、
つ
ら
く
悲
し
い
現
象
の
著
る
し
か

っ
た
こ
と
も
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い

歴
史
の
一
コ
マ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
行
政
の
限
界
を
知
る
、
と
い
っ
て

は
い
さ
さ
か
悲
観
論
に
も
な
り
ま
す
が

豪
雪
を
の
が
れ
、
よ
り
以
上
の
生
活
を

求
め
て
去
っ
た
多
く
の
人
々
を
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
人
口
の
動
揺
も
よ
う
や
く
静
ま
っ
た

今
、
町
の
は
た
ち
は
、
飛
躍
す
る
明
日

を
約
束
し
て
く
れ
て
い
る
と
き
で
も
あ

り
ま
す
。

　
過
去
の
苦
難
と
、
喜
ぴ
の
成
果
を
礎

石
と
し
な
が
ら
、
希
望
に
満
ち
た
町
づ

く
り
に
専
念
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
発
展
へ
の
基
盤
は
、
す
で
に
十
分
備

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

民町誉名
、当、さ・、さ・、“、“プロフィール

吐

灘
灘
灘
嚢
駿
羅
妻

藤巻力雄氏
医師・上野　（82歳）

児玉輝彦氏
画伯・船橋市（78歳）

、

※
大
正
七
年
金
沢
医
専
卒
、
長
岡
病
院
外
科
勤
務
、

大
正
九
年
上
野
に
開
業
。

　
以
来
五
十
余
年
に
わ
た
り
、
地
域
保
健
衛
生
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
消
防
医
、
上
野
・
仙
田
小
学
校
医
、
伝

染
病
予
防
医
、
予
防
接
種
担
当
医
な
ど
に
た
ず
さ
わ

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
魚
沼
郡
医
師
会
長
、
県
国
保

連
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
た
。

※
＋
臼
町
市
稲
葉
出
身
、
大
正
六
年
津
端
道
彦
師
に

つ
き
、
土
佐
派
の
画
道
に
入
る
。
昭
和
二
年
、
第
八

回
の
帝
展
に
入
選
以
来
、
日
本
美
術
協
会
に
入
選
を

重
ね
、
昭
和
十
二
年
無
鑑
査
、
第
一
部
委
員
、
審
査

員
と
な
ら
れ
る
。

　
昭
和
四
十
一
年
よ
り
五
か
年
間
、
千
手
観
音
堂
の

壁
画
、
格
天
井
な
ど
力
作
を
完
成
奉
納
。

　
昭
和
五
十
年
十
一
月
、
心
血
を
注
が
れ
た
個
展
出

品
作
品
六
曲
屏
風
八
双
、
十
六
本
を
町
に
寄
贈
さ
れ

て
い
る
。
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■
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■
O
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■
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．
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受
彰
者
の
方
々

勿牛

故

者

△
中
村
壮
吉
・
町
長
・
農
委
会
長
、
△

丸
山
寛
治
・
選
管
委
長
・
橘
村
長
、
△

富
井
正
治
・
町
議
・
消
防
団
長
、
△
押

木
利
成
・
町
助
役
・
収
入
役
、
△
小
林

与
作
・
町
副
議
長
・
仙
田
村
議
、
△
桐

生
周
平
・
町
議
、
△
野
沢
秀
保
・
農
委

橘
村
長
、
△
小
林
誠
治
・
教
委
・
仙
田
村

助
役
、
△
高
橋
善
治
・
町
議
、
△
数
藤

長
誠
・
固
定
評
価
審
委
長
・
千
手
町
収

入
役
、
△
田
中
金
造
・
町
議
・
仙
田
村

議
、
△
押
木
仲
治
・
仙
田
支
所
長
・
仙

田
村
長
、
△
丸
山
仲
泰
・
町
副
議
長
・

上
野
村
議
長
、
△
田
口
悌
治
・
農
委
・

橘
村
助
役
、
△
南
雲
俊
平
・
選
管
委
長

・
農
委
・
仙
田
村
助
役
、
△
丸
山
准
二

・
消
防
団
長
・
商
工
会
長
、
△
中
村
良

一
・
町
議
・
千
手
町
議
長
、
△
富
井
ヒ

サ
・
保
健
婦
、
△
小
川
政
一
・
産
業
課

長
、
△
中
条
喜
平
治
・
千
手
保
育
園
用

務
員
、
△
小
林
京
子
・
給
食
セ
ン
タ
ー

炊
事
員
、
△
数
藤
ト
シ
子
・
千
手
小
炊

務転務事
員手員員　、　　　、　　 、

△
石
川
忠
雄
、
千
手
保
育
園
用

△
村
山
信
治
・
千
手
診
療
所
運

△
星
名
力
雄
・
上
野
保
育
園
用

特
別
功
労
者

○
沢
口
由
蔵
・
町
議
・
選
管
委
員
・
上

野
村
議
、
○
馬
場
卜
禅
・
町
議
長
・
農

委
・
教
委
、
O
江
口
初
太
郎
・
町
議
・

固
定
評
価
審
委
長
・
仙
田
村
議
、
O
杉

本
春
三
郎
・
教
育
長
・
小
中
校
長
、
O

丸
山
宗
太
郎
・
町
議
・
教
委
長
・
農
委

・
橘
村
議
、
○
羽
鳥
朔
市
・
町
議
長
・

農
委
・
橘
村
議
、
○
小
林
猪
作
・
町
議

・
農
委
・
仙
田
村
議
、
○
山
田
喜
雄
・

橘
支
所
長
・
橘
村
長
・
橘
助
役
、
O
蔵

品
茂
雄
・
町
議
・
農
委
・
監
査
委
・
千

手
町
議
、
○
田
中
与
三
郎
・
町
副
議
長

・
千
手
町
議
、
O
増
田
享
・
町
収
入
役

・
副
収
入
役
・
千
手
町
収
入
役
、
O

高
橋
友
義
・
町
総
務
課
長
・
産
業
課
長

・
千
手
町
助
役
、
O
和
久
井
精
一
・
町

議
長
・
農
委
・
監
査
委
・
橘
村
議
、
O

小
川
伊
作
、
町
教
委
長
・
教
育
次
長
・

土
木
課
長
・
仙
田
村
収
入
役
、
O
内
山

恵
雄
・
町
産
業
課
長
・
上
野
支
所
長
・

上
野
村
助
役
、
○
水
品
正
一
郎
・
町
議

・
農
委
・
教
委
・
監
査
委
・
上
野
村
議
、

O
平
野
圭
二
・
町
議
長
・
農
委
会
長

・
千
手
町
議
、
O
田
口
一
男
・
町
助
役

・
収
入
役
・
選
管
委
・
橘
村
助
役
、
O

野
沢
新
一
・
町
商
工
観
光
課
長
・
橘
村

収
入
役
、
O
滋
野
一
郎
・
町
副
議
長
・

橘
村
議
　
　
（
生
年
順
）

町
政
功
労
者

▽
上
村
省
司
・
教
委
・
上
野
村
議
、
▽

数
藤
奥
治
郎
・
町
議
・
選
管
委
・
千
手

町
議
、
▽
高
橋
茂
雄
・
町
議
・
農
委
・

千
手
町
議
長
、
▽
斉
喜
政
良
・
町
議
・

仙
田
村
助
役
、
▽
上
村
常
助
・
町
議
・

農
委
・
上
野
村
議
、
▽
高
橋
惣
八
郎
・

町
議
・
仙
田
村
議
、
▽
小
海
八
太
郎
・

町
議
・
選
管
委
長
・
上
野
村
長
・
同
村

議
、
▽
丸
山
恒
正
・
町
議
・
農
委
・
千

手
町
長
・
同
町
議
、
▽
登
坂
久
平
・
仙

田
村
長
・
同
農
協
長
、
▽
増
田
忠
治
・

町
議
・
仙
川
村
議
、
▽
藤
本
秀
雄
・
民

生
委
・
老
人
ク
会
長
・
小
中
校
長
、
▽

内
山
常
治
郎
・
町
議
・
監
査
委
・
上
野

村
議
、
▽
押
木
二
吉
・
町
議
、
▽
金
山

良
晃
・
教
委
長
・
選
管
委
・
副
収
入
役

・
教
養
課
長
、
▽
市
川
富
二
・
町
議
・

▽
清
水
儀
七
・
農
協
長
・
農
委
・
上
野

村
議
、
▽
数
藤
信
善
・
固
定
評
価
審
査

委
・
社
会
課
長
、
▽
平
沢
徳
松
・
国
保

衛
生
課
長
・
社
会
課
長
、
▽
桐
生
昌
平

・
町
議
・
仙
田
村
議
、
▽
川
崎
清
栄
・

町
議
・
農
委
・
固
定
評
価
審
査
委
・
仙

田
村
議
、
▽
丸
山
茂
吉
・
町
議
・
農
委

・
橘
村
議
、
▽
田
村
才
一
郎
・
町
議
・

仙
田
村
議
、
▽
太
田
長
栄
・
明
る
い
選

挙
推
進
会
長
・
安
協
会
長
・
保
護
司
、

▽
沢
口
富
士
雄
・
農
委
事
務
局
長
、
▽

大
渓
晶
子
・
民
生
委
・
連
合
婦
人
会
長

▽
小
島
謙
作
・
町
議
・
農
委
・
上
野
村

議
、
▽
高
橋
重
英
・
固
定
評
価
審
査
委

・
農
委
事
務
局
長
・
商
工
観
光
課
長
、

▽
佐
藤
克
平
、
産
業
課
長
・
農
委
事
務

局
長
、
▽
上
村
辰
栄
・
保
険
課
長
、
▽

水
落
達
一
・
町
議
・
農
委
、
▽
登
坂
敬

恒
・
町
議
・
消
防
副
団
長
、
▽
和
田
光

興
・
町
議
・
橘
村
議
　
　
（
生
年
順
）
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懐
か
し
い
あ
の
こ
ろ
、
苦
し
か
っ
た

あ
の
と
き
・
；
・
：
　
二
十
年
の
思
い
出

は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
で
し
よ
う
。

　
町
で
も
、
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
の
で
き

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
で
き
ご
と
は
、
今
日
の
町
に
至
る

貴
重
な
過
程
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
二
十
年
を
経
た
川
西
町
は
、

合
併
の
こ
ろ

　
　
　
　
　
醐
㎜

　
　
　
　
　
　
“
　
m

　
　
　
　
　
　
　
“

刷
　
酬
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
と
促
進
協
議
会
や
、
部
落
説
明
会
な
ど

ー
　
蹄
　
　
　
㎜
は
限
り
な
く
開
催
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
、
昼
夜
を
分
か
た
ぬ
話
合
い
は
、

騙
　
酬
今
な
お
記
憶
に
及
交
た
ち
も
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
事
務
は
、
ほ
と
ん
ど
当
時
の
千

閣
羅
手
綱
蒲
繋
の
公

　
　
刎
繍
は
合
併
後
も
町
の
公
民
館
と
し
て
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
千
手
郵
便

　
町
村
合
併
促
進
法
が
生
ま
れ
た
の

は
昭
和
二
十
八
年
九
月
の
こ
と
、
そ

の
後
三
年
間
、
当
川
西
郷
は
、
多
く

の
曲
折
を
み
な
が
ら
、
三
十
一
年
九

月
に
、
一
町
三
か
村
が
ま
と
ま
っ
て

の
〃
川
西
町
〃
誕
生
と
な
っ
た
。

　
〃
町
民
の
納
得
の
い
く
合
併
を
〃

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
課
題
を
か
か
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
苦
難
の
道
が
想
像

さ
れ
ま
す
が
、
こ
ん
な
と
き
、
過
去
を

ふ
り
か
え
り
、
反
省
を
加
え
る
こ
と
も

け
っ
し
て
無
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
伸
ぴ
ゆ
く
明
日
の
川
西
町
を
夢
見
な

が
ら
：
・
：
：
・
：
：
。

鶉畷

35
年

　
三
年
続
き
の
天
災

豪
雨
は
総
額
八
千
五
、

百
万
円
の
つ
め
跡
を

残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
一
年
九
月
一
日
、
千
手
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
式
を
行
い
、
新
町
の
進
展
に
寄
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
誓
い
あ
っ
た
。
卜
＼

　
と
く
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
橘
地
区
、

木
落
は
水
ぴ
た
し
と
な
っ
た
。

　
九
月
に
は
、
町
長
中
村
壮
吉
が
無
投
票
で
再

　
選
、
同
時
に
二
名
の
町
議
補
選
も
執
行
、
翌

　
月
助
役
に
押
木
利
成
が
就
任
し
て
い
る
。

　
　
ご
存
知
、
ダ
ッ
コ
チ
ャ
ン
が
ブ
ー
ム
と
な

　
っ
た
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
　
秋
の
国
勢
調
査
で
は
、
そ
ろ
っ
と
若
い
人

　
離
農
者
の
転
出
が
目
だ
ち
は
じ
め
て
い
る
。

新
春
男
　
6

墾
蔽
3
年

任
、
四
月
に

　
は
、
，
役
場
機
構
を
総
務
、
教
養
、
産
業
、
、

　
財
政
の
四
課
と
し
た
。

　
　
千
手
、
上
野
両
中
学
が
統
合
し
、
川
西

　
中
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
同
校
舎
の
建
築

　
に
着
手
し
て
い
る
。

　
　
　
所
得
倍
増
の
か
け
声
は
な
や
か
な
り

　
　
し
こ
ろ
、
一
方
、
農
業
基
本
法
の
制
定

　
　
は
、
そ
ろ
っ
と
農
業
の
不
安
、
あ
せ
り

　
　
を
生
み
は
じ
め
た
。

29年鯉轍灘野す・
　
八
月
に
は
、
大
選
挙
区
制
の
町
議
選

一
名
超
過
で
激
戦
を
展
開
。

、
、
こ
の
年
、
第
二
室
戸
台
風
の
襲
来
で

　
家
屋
倒
壊
な
ど
、
激
甚
な
被
害
を
残

し
て
い
る
。
、3
年

　
　
　
県
を
は
じ
め
、
各
地
で
交
通
安
全

　
　
の
宣
言
、
町
で
も
七
月
十
日
を
期
し

　
　
て
安
全
町
を
宣
言
し
た
。
に
も
か
か

　
　
わ
ら
ず
事
故
件
数
は
、
そ
の
後
も
増

　
　
加
を
き
わ
め
、
ひ
に
く
な
も
の
で
＼
、

に舎
庁
。
の
に
後
舎
併
庁

花祭り、その昔…………353第1回の町民運動会を開いた。353初めてブルドーザー
　　を入れるo

臥で家屋の倒壊
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町
長
職
務
執
行
者
に
押
木
利
成
が
あ

た
り
、
以
下
職
員
は
八
十
二
名
。

　
翌
月
、
中
村
壮
吉
が
初
代
町
長
に
就

任
、
議
会
（
六
十
九
名
）
構
成
も
定
ま

り
、
当
初
予
算
（
三
千
七
百
三
十
万
円
）

　や
ら
条
例
な
ど
を
決
め
て
、
い
よ
い
よ

新
町
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　
十
一
月
に
は
、
開
町
祝
賀
会
を
開
催

全
町
あ
げ
て
喜
ぴ
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
役
場
に
は
、
仙
田
か
ら
持
ち

こ
ま
れ
た
乗
用
車
が
一
台
き
り
、
大
工

の
日
当
食
付
き
で
五
百
円
か
ら
六
百
円

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

32
年

　
町
の
基
礎
づ
く
り
と
し
て
銘
記
す
べ

き
年
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
一
回
の
議
員
選
挙
（

小
選
挙
区
制
）
、
農
業
委
員
選
挙
、
合

併
協
定
事
項
で
あ
る
庁
舎
の
建
設
、
税

国
保
料
な
ど
の
一
体
化
に
奔
走
し
た
と

き
で
あ
る
。

　
教
育
長
羽
鳥
昌
平
の
あ
と
を
う
け
て

高
橋
子
平
が
二
代
教
育
長
に
。

　
有
史
以
来
の
高
景
気
で
、
神
武
以
来

と
い
う
こ
と
ば
が
流
行
、
秋
に
は
五
千

円
札
が
発
行
さ
れ
た
。

3
年

　
四
年
続
き
の
豊
作
、
神
武
以
来
の
大
豊

作
、
と
喜
ん
で
い
た
の
も
つ
か
の
間
九
月

に
台
風
二
十
一
、
二
号
の
来
襲
で
稲
作
に

大
き
な
損
害
が
出
た
。

　
こ
と
に
九
月
十
二
日
夜
来
の
豪
雨
で
は

根
深
で
犠
牲
者
も
出
て
い
る
。

　
同
じ
く
九
月
に
は
、
教
育
長
の
高
橋
子
平

が
急
せ
い
さ
れ
た
？

　
東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、
話
題
に
な
っ
た

こ
ろ
、
町
で
は
、
郡
市
内
に
先
が
け
て
公
立

常
設
保
育
所
が
、
長
者
ヶ
原
に
完
成
し
た
。

　
　
　
　
4

　
　
　
3
年

　
米
増
産
の
声
た
け
な
わ
の
こ
ろ
、
町
内
で
初

め
て
の
大
規
模
開
田
が
、
山
王
原
で
行
わ
れ
、

開
田
ブ
ー
ム
の
走
り
と
な
る
。

卜
四
月
渦
教
育
長
に
杉
本
春
三
郎
が
就

　
皇
太
子
殿
下
ご
成
婚
も
あ
っ
て
、
テ

レ
ビ
が
町
内
に
も
ボ
ツ
ボ
ツ
、
親
せ
き

や
知
人
宅
で
、
物
め
ず
ら
し
く
、
ま

た
う
ら
や
ま
し
い
気
持
で
視
聴
し

た
の
も
今
は
懐
し
い
記
憶
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
ろ
、
橘
中
に
自
動
車
の

　
　
　
　
　
　
寄
贈
が
あ
り
、

免
許
取
得
、

、
自
動
車
へ
の

夢
を
わ
か

せ
た
。

　
耕
う

ん
機
の
姿
も
ち
　
の
鳶
霧
黛

ら
ほ
ら
見
ら
れ

畜
力
利
用
の
人
々
か
ら
、

せ
ん
望
の
目
で
見
ら
れ
た
こ
ろ
で

あ
る
。

蝦

，
灘

　
　
　
灘

蒙
　
　
灘
鑓

　
　
　
　
　
臼
　
藍

奮　
砿聾

　　　難
　　撚繍擁

叢

駿
　
　
　
　

鞠灘灘

テレビの台数

職『．澗

継
、惹

■
縦
・

・
無

35年二6世帯に1台
51年＝＝1世帯に1，1台

繊

鑛

3・瀦騨今もやります
　　ほんやら洞o

＼
あ
る
。

　
　
同
じ
災
害
で
も
、
こ
ち
ら

　
は
火
災
予
防
、
消
防
ト
レ
ー

　
ラ
五
台
を
町
に
寄
贈
し
て
く

　
れ
た
の
は
、
と
き
の
消
防
団

　
　
長
丸
山
准
二
氏
、
小
道
で

　
　
も
、
悪
路
で
も
自
由
に
、

　
　
し
か
も
ス
ピ
ー
デ
ー
な
消

　
　
火
作
業
が
で
き
る
と
、
自

　
　
ら
考
案
し
て
く
れ
た
人
で

　
　
も
あ
る
。

33＝人の手や背中が活躍

　　沖立堤防で。

3
年

　
　
◎
い
う
三
・
八
豪

　
　
雪
の
と
き
、
正
月
の
ト

　
　
ソ
気
分
た
け
な
わ
の
こ

　
　
ろ
、
伊
勢
平
治
の
観
音

　
　
　
堂
が
火
災
、
雪
中
の

　
　
　
消
火
作
業
の
思
う
に

　
　
　
ま
か
せ
な
か
っ
た
記

　
　
　
憶
は
今
も
新
し
い
レ

　
　
　
　
四
月
に
は
、
助
役

　
　
　
に
田
口
一
男
が
就
任

　
　
　
　
　
一
億
四
千
八
百

　
　
　
　
　
余
万
円
の
予
算

　
　
　
　
　
中
、
川
西
中
が

　
　
　
　
　
三
千
六
百
万
円

　
　
　
　
　
で
契
約
さ
れ
て

　
　
　
　
　
い
る
。
こ
の
こ

失焼
　
　
ろ
農
業
賃
金
は

が
　
　
　
男
食
付
き
八

戸
　
　
　
百
円
、
女
五

6
　
　
百
円
、
農
耕

で
倉
　
　
牛
千
円
、
大

大
　
　
　
　
工
千
三
百
円

艦
　
　
と
い
っ
た
と

3
　
　
　
こ
ろ
。

　
　
　
　
　
　
錦
鯉
飼
育

　
　
　
　
　
が
さ
か
ん
に
。

36：第2室：

　　48戸斐

。焼失前の千手観世音

麟
．
．

今の観音堂は41年に完成し
たものo

（小・中学校）
児童・生徒数の比較

昭和32年　　　　昭和51年
学校数 児童・生徒数学校数 1童・生徒数

本校13校
分校15校

　　　本校7校3，497人
　　　分校4校

1，409人

農家数

35年二a142戸
50年＝＝L642戸
輪

、
（．
ζ
p
　
一

　
　
お
ぐ

聾溺
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393栄橋がしゅんエ
　　　　　　ーノ

403千手小に町内初のプール完成41：合併10周年を盛大に………

繋萎
　
■
華叢

　
警
『

　
萎
　
蒙
　
蓄
　
ゑ

　
　
藍

　
　
舞
　
描

　
　
饗

　
　
　

　
　
き

　
　
雛
・

　
　
蕪
，

　
　
鹸

　
　
蓑

甥

難醸鐵
馨

姦．
灘

鞭

騰一

季嚢

ii灘

　A

，緯灘
　
驚
轟
．

避
　
　
　
　
難

　
　
　
轍
蟹

　
　
　
　
翻
．

　
　
　
　
鞘

嫌
∞
∞
翔
　
裏

　
　
　
　
螂
　
　
．

　叢

　艦

“’

v

灘羅39年

凝隔

講i

還

鐸撃

▲。．羅：嵩餐

　あったo

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞

・
既
　
　
　
澗

　
　
　
　
　
．
．
灘
難
講
嚢
難
灘

　
　
　
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
鐵
蕪
灘
　
欝

■
醒

鰯

霧
騨

　
　
　
　
　
　
ま
れ
に
み
る
小
雪
の
年

忘
れ
も
し
な
い
東
京
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
、
、

新
潟
国
体
、
，
新
潟
地
震
の
年
で
あ
る
。
，

0●．．。・●川19。．．．・●．●OI．．．．・●”OO．．。。・・●●●●・o．．。．・’●o．IO．．・◎川●．O．．．

町の予算

（一般会計）

■
・
●
3
●
●
．
。
・
3
8
。
●
・
。
●
…
．
3
●
●
●
●
。
＝
・
3
一
…
●
・
・
3
●
一
。
。
●
●
・
…
3
一
3
●
。

41
年

へ
き
地
保
育
所
を
南
原
、
上

野
、
仁
田
、
中
仙
田
に
設
置
、
常
設
保

育
所
の
前
身
と
な
る
。

　
献
血
車
ゆ
う
あ
い
号
が
、
は
じ
め
て

こ
の
町
に
。
こ
の
と
き
の
献
血
者
は
七

十
三
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
水
道
の
必
要
性
が
さ
け
ば
れ
、
千
手

地
区
に
深
井
戸
の
掘
削
を
は
じ
め
た
ほ

か
、
安
心
し
て
お
産
で
き
る
施
設
、
母

子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
動
き
出
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
入
所
料
は
、
七
日
間
で
九

千
六
百
円
也
。

　
九
月
一
日
に
は
、
十
周
年
記
念
式
典

を
川
西
中
で
行
っ
て
い
る
。

31年＝1世帯当り　14，264円

51年＝：　〃　　663，477円

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　軸　　　　　　　　鋤　　　　　　　一　　　　　　轍　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　輔　　－　繭　一一

町税

　
農
業
構
造
改
善
事
業
へ
の
晃
駆
的
役
割
り
の
仁
田
集
団

栽
培
組
合
が
誕
生
、
中
央
で
は
、
夢
の
超
特
急
ひ
か
り
号

が
開
通
。
町
内
で
は
、
上
野
の
中
央
通
り
に
三
十
基
の
街

路
灯
が
点
灯
、
念
願
の
栄
橋
が
完
成
し
て
喜
ぴ
の
渡
橋
式

を
行
っ
て
い
る
ゆ

　
九
月
に
は
、
町
長
の
中
村
壮
吉
が
三
期
目
に
。

簿1響》
｝～一＿＿、、＿ノ〆

“
町
民
税
の
課
税
が
、

〃
た
だ
し
書
き
方
式
〃

か
ら
〃
本
文
方
式
〃
に

な
り
負
担
軽
減
と
な
る
の

　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

が
設
定
さ
れ
、
全
県
下

で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

年40

一
員
の
選
挙
を
執
行
、
一
名
の
超
過
で
激
戦

と
な
る
。
国
勢
調
査
に
よ
り
、
過
去
五
年

間
で
千
七
百
六
十
一
人
が
減
少
し
た
。
　
｝

42
年

　
衆
議
院
議
員
選
挙
を
、
雪
中
の
一
月

二
十
九
日
に
執
行
。

ノ
　
桐
山
部
落
を
松
代
町
に
分
町
し
た
こ

』
と
に
よ
り
、
町
の
人
口
は
ま
す
ま
す
減

一
少
の
途
へ
．

　
当
町
の
議
長
、
南
雲
章
が
県
町
村
議

会
議
長
会
長
に
就
任
し
た
。

　
九
月
八
日
午
前
一
時
過
ぎ
、
現
職
町

長
中
村
壮
吉
が
病
の
た
め
死
去
、
〃
巨

．
＝
。
o
O
■
●
．
・
●
．
●
●
．
；
O
．
＝
・
。
．
．
一
一
一
・
＝
。
・
＝
●
●
一
一
・
：
彫
・
．
；
二
一
●
●
●
・
．
●
●
．
一
〇
。
。
o
。

星
落
つ
〃
と
そ
の
手
腕
力
量
を
惜
し
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
十
月
に
町
長
選
挙
、
三
つ
ど
も
え
の

中
で
根
津
正
三
を
迎
え
る
。
〃
公
正
で

計
画
性
の
あ
る
町
政
〃
が
ス
タ
ー
ト
。

　
収
入
役
に
増
田
享
が
就
任
。

，＼
＼

ノ

顎

人ロ・世帯数のうごき－￥ 卜』9　一 淋 ／ 』

50 10，206人（2，345世帯）

40 12，197人（2，599世帯）

30 14，804人（2，786世帯）

年
／
． 人

10，000 11，000 12，000 13ラ000 14，000 15り000
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ゆ
ゆ
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8
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

2
5
1

．
．
●
．
・
一
〇
〇
〇
．
●
・
．
●
．
■
一
●
o
．
●
．
●
o
o
●
一
一
●
9
0
6
・
．
●
。
o
O
O
o
●
●
●
●
●
o
●
●
一
一
●
．
．
■
●
●
●
一
扁
一
．

　
　
　
3

　
　
　
4
年

　
　
大
雪
の
た
め
（
二
月
五
日
、
三
、
一
一
五

　
メ
ー
ト
ル
）
役
場
に
雪
害
対
策
本
部
を

つ
く
っ
た
。

　
　
町
議
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
一
般
質

　
問
を
行
っ
た
。
質
問
要
旨
は
、
◎
ほ
場

【
整
備
の
必
要
性
、
◎
農
協
合
併
、
◎
へ

！
き
地
振
興
策
な
ど
、
い
ず
れ
も
今
あ
る

｝
町
の
礎
石
と
さ
れ
た
数
々
で
あ
る
。

ー
＼　
　
千
手
観
音
の
旧
競
馬
場
を
、
月
見
ケ

　
原
公
園
に
衣
替
え
、
県
交
通
災
害
共
済

　
の
発
足
、
郵
便
番
号
が
実
施
さ
れ
た
の

　
が
こ
の
年
で
あ
る
。
44
年

　
千
手
簡
易
水
道
工
事
に
着
手
、
町
道

の
補
修
員
制
度
を
取
り
入
れ
た
ほ
か
、

う
す
れ
ゆ
く
民
俗
資
料
の
収
集
、
保
存

p
に
の
り
出
し
た
。

　
二
十
二
人
の
新
議
員
定
数
下
で
の
選

挙
は
、
結
局
無
投
票
で
決
定
。

　
橘
小
に
プ
ー
ル
完
成
、
あ
わ
せ
て
高

倉
に
も
簡
易
プ
ー
ル
が
実
現
。

　
仙
田
地
区
の
県
立
診
療
所
が
廃
止
さ

れ
、
町
の
へ
き
地
出
張
診
療
所
が
誕
生
。

　
総
合
開
発
計
画
に
、
平
場
地
区
』
＼

《
、
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一

』
＼
の
ほ
場
整
備
事
業
の
具
体
策
が
も
ら

れ
、
基
盤
整
備
や
、
か
ん
ぱ
い
事
業
の

夢
や
不
安
が
う
わ
さ
さ
れ
出
し
た
。

　
　
　
54
年

　
う
ま
い
米
、
増
産
運
動
は
、
こ
の
春

か
ら
生
産
調
整
へ
と
一
変
、
農
家
を
い

っ
そ
う
の
不
安
に
お
と
し
入
れ
た
。

　
ハ
リ
マ
ヤ
工
場
の
誘
致
を
き
っ
か
け

に
、
労
働
力
調
査
、
工
業
開
発
に
力
を

注
ぐ
。

　
十
月
の
国
勢
調
査
で
は
、
前
回
よ
り

千
二
百
二
十
二
人
の
減
少
。

　
高
度
経
済
成
長
、
米
の
生
産
調
整
な

ど
、
挙
家
離
村
者
を
ふ
や
す
諸
要
因
が

多
く
な
っ
た
。

　
中
央
で
は
、
万
国
博
、
三
島
事
件
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
こ
ろ
ゆ

　
　
　
6

　
　
　
4
年

　
一
月
か
ら
農
業
者
年
金
が
ス
タ
ー
ト

米
生
産
調
整
が
正
式
に
割
当
て
ら
れ
、

各
農
家
に
配
分
、
折
か
ら
の
県
営
ほ
場

整
備
の
開
始
と
は
う
ら
は
ら
に
、
な
ん

と
な
く
生
産
意
欲
の
わ
か
ぬ
農
業
情
勢

と
な
っ
た
。

挙家離村の数60

55

50
　
4
5
　
4
0
　
35
　
3
0
　
2
5
　
2
0
　
1
5

105

35　　36　　37　　38　　39　　40　　41　　42　　43　　44　　45　　46　　47　　48　　49　　50饗世

　
助
役
の
田
口
一
男
、
収
入
役
の
増
田

享
、
教
育
長
の
杉
本
春
三
郎
が
そ
れ
ぞ

れ
退
任
。
収
入
役
に
丸
山
精
二
郎
、
教

4
年

　
年
々
は
げ
し
く
な

る
挙
家
離
村
、
過
疎

を
少
し
で
も
や
わ
ら

げ
よ
う
と
、
集
落
の

移
転
、
整
備
を
進
め

て
い
る
。

　
ほ
場
整
備
の
進
捗

に
あ
わ
せ
、
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業

の
同
意
を
進
め
た
の

が
こ
の
こ
ろ
。

児
童
手
当
の
新
設

や
、
五
月
に
は
町
体

育
協
会
の
誕
生
、
交

通
安
全
指
導
車
の
購

入
、
野
口
臼
倉
間
の

観
光
道
路
の
開
削
も

は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　
中
央
で
は
、
連
合

赤
軍
の
浅
間
山
荘
事

件
、
横
井
庄
一
さ
ん

の
帰
国
な
ど
が
代
表

さ
れ
て
い
る
。

と
き
で
も
あ
る
。

　
秋
ご
ろ
か
ら
、
第
四
次
中
東
戦
争
の
あ
お
り
で
石

油
シ
目
ッ
ク
到
来
、
〃
節
約
は
美
徳
〃
、
〃
資
源
見

な
お
し
論
〃
が
広
が
る
。

　
三
年
間
空
席
の
助
役
に
数
藤
彦
三
が

就
任
。

　
高
度
経
済
成
長
も
、
前
年
の
石
油
シ

ョ
ッ
ク
以
来
不
景
気
、
イ
ン
フ
レ
ヘ
と

走
る
。
と
く
に
自
治
体
の
台
所
は
、
総

需
要
抑
制
の
中
で
苦
し
い
予
算
編
成
と

な
っ
た
。

49年

　
上
野
の
富
井
さ
ん
か
ら
消
防
指
令
車
の
寄
贈
が
あ

り
、
前
年
末
か
ら
開
始
の
分
遣
所
業
務
が
さ
ら
に
充

実
。
九
月
七
日
に
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
七
百

日
を
達
成
、
一
千
日
に
向
け
ス
タ
ー
ト
し
た
。

44：大雨で山野田川がはんらん

48
年

　
町
総
合
開
発
第
一
次
五
か
年
計
画
し

め
く
く
り
の
年
。

　
一
月
か
ら
老
人
医
療
費
の
支
給
を
開

始
占
．
八
月
に
は
、
定
呈
＋
二
名

に
対
し
、
二
十
六
名
立
候
補
の
し
烈
な

町
議
選
を
執
行
。

　
県
営
ほ
場
整
備
も
ピ
ー
ク
、
あ
わ
せ

て
二
次
構
の
近
代
化
施
設
も
、
順
調
に

整
え
ら
れ
た
と
き
、
一
方
で
は
、
生
産

調
整
に
よ
る
休
耕
も
最
高
を
記
録
し
た

うしの飼育数

育
長
に
丸
山
富
司
が
就
任
し

て
い
る
。

　
町
長
に
根
津
正
三
が
無
投

票
で
再
選
、
同
時
に
一
名
の

町
議
補
選
も
行
う
。

　
ね
た
き
り
老
人
の
医
療
費

助
成
が
は
じ
ま
り
、
中
仙
田

の
簡
易
水
道
、
白
倉
小
学
校

の
校
舎
が
完
成
を
み
た
の
も

こ
の
と
き
で
あ
る
。

（乳・役肉牛）

31年＝＝729頭

51年＝117頭

●
一
。
・
●
。
。
8
一
冒
3
3
昌
3
＝
霊
；
一
一
3
3
8
3
一
胃
●
●
8
昌
＝
一
一
3
。
9
3
．
．
一
．
。
3
8
呂
＝
2
3
畠
＝
＝
＝
・
る
マ
3
三
3
書
＝

電話の台数

35年＝11，4世帯に1台

51年＝＝1，2世帯に1台

．1’…川91川OIII騒●・。・・1・・1卜・・川Ilg・・。・91109・・”o川・・・…0810

　合併当時はレ・
役・肉牛の飼

寛がさか調

453挙家離村が相次ぎ、廃家がめだ

　　ったo
483各地で小学校の100周年が行わ
　　れたo
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50
年

　
町
体
育
協
会
の
手
で
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

を
実
施
、
快
い
新
春
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

　
旧
仙
田
中
の
校
舎
を
移
築
し
て
、
総

合
的
な
教
育
セ
ン
タ
ー
に
着
手
、
高
校

川
西
分
校
の
独
立
を
め
ざ
し
、
郡
市
内

か
ら
二
万
六
千
名
の
署
名
を
集
め
た
。

　
十
月
に
は
、
町
長
根
津
正
三
が
無
投

一

票
で
三
選
、
同
時
に
一

名
の
町
議
補
選
も
行
う
。

　
国
勢
調
査
に
ょ
り
、

四
十
五
年
よ
り
七
百
六

十
九
人
の
減
少
と
な
る

も
、
人
口
は
減
少
か
ら

ほ
ぼ
横
ば
い
の
傾
向
に

入
る
。

　
年
末
に
至
り
、
児
玉

輝
彦
画
伯
か
ら
屏
風
（
ぴ

ょ
う
ぶ
）
八
双
の
寄
贈

あ
り
。

瓢
擬

翻　
鱗
撒

騒㎡怖ツ

51

年

　
一
月
中
～
下
旬
に
一
週
間
の
ド
カ
雪

が
襲
う
。

　
最
高
積
雪
は
、
白
倉
で
三
、
五
メ
ー
ト

ル
、
は
か
ら
ず
も
、
冬
季
保
安
要
員
制

度
の
設
置
が
大
き
く
効
を
奏
し
た
。

　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
指
定

町
と
な
り
、
過
去
の
生
産
基
盤
の
整
備

千手地区の上空から、ほ場整備前（左上）、ほ場整備完了（右下）、今後は生活

環境面に力がそそがれますo

に
歩
調
を
そ
ろ
え
、
生
活
環
境
面
に
力

が
注
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
高
校
川
西
分
校
が
教
育
セ
ン
タ
ー
に

場
所
を
移
し
た
。

　
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
千
五
百
日
は
、
残

念
な
が
ら
達
成
で
き
ず
、
再
ぴ
五
百
日

に
向
か
う
。

　
中
央
で
は
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
あ

け
く
れ
。

　
近
来
に
な
い
冷
夏
と
い
わ
れ
、
稲
作

な
ど
が
相
当
の
減
収
も
：
一
：
・
？

年の回想
道
路
整
備
が

発
展
の
も
と

越
ケ
沢
川
崎
保
一

　
　
　
　
　
そ
の
こ
ろ
、
長
女
が
仙
田

　
　
　
　
中
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
二
月
の
中
．
旬
で
、
最
も
雪

　
　
　
　
の
多
い
季
節
な
の
に
、
工
場

　
　
　
　
の
入
社
試
験
が
あ
る
た
め
、

　
　
い
や
で
も
十
日
町
の
安
定
所
ま
で
行

　
　
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
朝
食
も
そ
こ
そ
こ
に
、
峠
の
家
を

　
　
八
時
ご
ろ
出
発
、
し
か
し
、
徒
歩
で

　
　
雪
が
多
い
た
め
、
浅
ケ
原
に
着
い
た

　
　
の
は
お
昼
の
十
二
時
、
そ
の
日
は
遅

　
　
く
な
っ
て
旅
館
に
泊
り
ま
し
た
。

　
そ
の
夜
、
十
日
町
で
三
ツ
の
歌
の

本
番
が
あ
り
、
宮
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
司
会
で
聞
い
た
思
い
出
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
お
彼
岸
を
過
ぎ
て
も
、
ま
だ
道
ふ

み
を
し
て
い
た
家
内
が
、
地
ひ
ぴ
き

を
た
て
て
進
ん
で
く
る
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
の
運
転
手
に
〃
も
う
道
ふ
み
は
し

な
く
て
も
い
い
よ
〃
と
い
わ
れ
て
ニ

ッ
コ
リ
。

　
へ
き
地
で
も
、
川
西
町
が
誕
生
し

て
道
路
の
除
雪
を
し
て
く
だ
さ

る
あ
り
が
た
さ
を
、
し
み
じ
み

と
味
わ
い
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
二
十
年
、
十
二
戸

の
農
家
は
所
得
倍
増
、
高
度
成

長
と
い
う
時
代
に
な
り
、
暮
し

の
メ
ド
が
た
た
な
い
と
平
場
に

移
住
し
ま
し
た
。

　
三
百
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ

る
柏
崎
街
道
も
、
姿
を
変
え
て

節
黒
城
跡
赤
谷
城
跡
と
観
光
道

路
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
心
で
あ
る
国
道
の
建
設
も
昭
和

四
十
一
年
中
仙
田
上
野
間
航
空
写
真

図
面
化
、
四
十
四
年
越
ケ
沢
ト
ン
ネ

ル
の
ル
ー
ト
決
定
、
四
十
六
年
九
月

ト
ン
ネ
ル
工
事
開
始
、
四
十
九
年
十

一
月
完
成
と
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
完
成
ま
で
の
三
年
間
は
、
測
量
の

テ
コ
や
、
断
が
い
で
の
伐
木
な
ど
、

身
の
ち
ぢ
む
よ
う
な
作
業
や
、
秋
の

取
り
入
れ
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
搬

が
で
き
ず
苦
労
を
続
け
た
も
の
で
す
。

　
か
い
あ
っ
て
、
今
は
町
の
中
心
よ

り
仙
田
郷
の
大
動
脈
と
し
て
、
山
中

ト
ン
ネ
ル
に
直
接
結
ぴ
、
バ
イ
パ
ス

の
役
目
も
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
冬
季
間
無
璽
花
さ
れ
、
交
通
も
確

保
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
が
ら
く
こ
の
集
落
に
住
ん
だ
万

々
も
、
こ
れ
か
ら
の
仙
田
の
発
展
を

願
っ
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

　
な
に
は
と
も
あ
れ
、
道
路
整
備
が

先
決
だ
と
思
い
ま
す
。

　
土
地
改
良
事
業
も
、
仙
田
郷
で
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
道
を
も

と
に
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

自動車の台数

軽）

31年＝66世帯に1台
51年＝：1世帯に1，05台
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20周年

次
は
体
育
祭

　
　
　
楽
し
み
ま
し

十
月
十
日

よで
う

四
年
に
一
度
の
町

民
体
育
祭
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
期
日
は
十
月
十
　
（
雨
天
の
と
き
は

十
一
日
）
、
都
口
六
回
目
と
な
る
こ
の

轟
町
の
二
十
周
年
の
年
に
も

め
ぐ
り
あ
わ
せ
、
今
か
ら
そ
の
盛
況
ぶ

り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
競
技
種
目
も
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
く
用
意
し
、
あ
わ
せ
て
地
区

対
抗
種
目
も
、
年
齢
別
リ
レ
し
障
害

物
レ
ー
ス
、
ボ
ー
ル
送
り
な
ど
多
種
多

様
。
　
今
回
の
地
区
別
の
色
分
け
は
、
青
・

千
手
、
黄
・
上
野
、
赤
・
橘
、
緑
・
仙

田
と
決
り
ま
し
た
。

死亡事故0茗胴2日でストップ

　　～・再び500日に向けて一

　お盆の15日に、死亡事故が発生したために

500日を目ざした事故死ゼロの日は、112日と

いう短い期間でストップしてしまいました。

　町では、これにめげずに、再ぴ事故死ゼロの

日500日の目標をもつてスタートしています。

・
川
西
中
で
す

　
応
援
団
席
は
、
後
日
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　
応
援
団
費
な
ど
、
賞
品
も
多
数
用
意

い
た
し
ま
す
。

　
秋
の
日
の
一
日
を
町
民
体
育
祭
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
場
所
は
川
西
中
学
校
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
細
か
い
点

に
つ
い
て
は
、
決
り
次
第
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

レ
ニ
一
＝
一
一
・
。
＝
一
・
乙
。
一
一
一
・
一
一
＝
曹
；
一
＝
一
・
。
。
＝
一
。
乙
零
＝
●
』
一
顧
一
7
一
q
＝
0
6

…
　
県
外
か
ら

輸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

しくろよ

根　　
　
　
〃
赤
い
羽
根
で
福

　
　
　
祉
活
動
に
参
加
し
ま

　
　
　
し
よ
う
。
〃

羽　　
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募

　
　
　
金
が
、
こ
と
し
も
十

、
『
月
一
日
か
ら
始
ま
り

L
「
ま
す
．

赤
”
赤
い
羽
根
”
は

　
　
　
か
ら
だ
の
不
自
由
な

1，II。。，川h．川1。．川9．．1111h●”1．．．川1”川ll。1川1。lllll，1111．，．9“o，，1川1－1川1駿r“II．，ll51．．olh。IOIlo，o川o。，1”1．，川Oo、崩1”06110り1“

●●
L）、

人
や
、
ひ
と
り
暮
し
の
お
年
寄
り
な
ど

に
、
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
を
届
け
よ

う
と
い
う
〃
た
す
け
あ
い
〃
の
心
で
す
。

　
赤
い
羽
根
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
は
、
社
会
福
祉
の

施
設
や
、
団
体
に
配
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
有
効
に
利
用
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
も
、
嘱
託
員
を
通
じ
広
く
皆

さ
ん
に
お
願
い
す
る
は
こ
ぴ
と
な
っ
て

　
・
＝
一
；
一
＝
『
乙
＝
＝
も
＝
3
も
＝
甲
『
も
＝
＝
乙
＝
3
乙
＝
『
9
二
＝
一
ニ
ニ
一
一
＝
二
7
●
乙
3
7
乙
＝
一
7
二
＝
．
こ
一
＝
一
；
二
ご
●
●
＝
＝
一
・
一
一
＝
一
乙

　
　
　
　
の
お
嫁
さ
ん

，
つ
く
し
”
会
に
ど
う
ぞ

町内めぐりもします。国際村の人たちと………

　
県
外
か
ら
嫁
が
れ
た

皆
さ
ん
、
町
に
〃
つ
く

し
会
〃
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
。

　
い
き
な
り
見
知
ら
ぬ

土
地
に
来
て
友
だ
ち
や

親
せ
き
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
、
ま
し
で
、
習

慣
の
違
い
や
他
人
と
の

交
わ
り
の
難
し
さ
な
ど

：
・
…
も
う
、
い
い
か

げ
ん
で
ふ
る
さ
と
に
帰

り
た
い
・
…
・
・
心
細
い

こ
ん
な
思
い
は
、
き
っ

と
体
験
済
み
の
こ
と
で

し
よ
う
。

　
乙
ん
な
悩
み
や
苦
労

を
、
少
し
で
も
や
わ
ら

ひ

故
丸
山
寛
治
さ
ん
に

　
　
従
六
位
の
追
位

　
先
に
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
け
ら
れ
た

故
丸
山
寛
治
さ
ん
（
原
田
）
に
、
従
六

位
の
追
位
が
あ
り
、
お
盆
前
に
伝
達
し

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
社
協
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勲
一
一
…
一
…
…
…
一
…
…
一
1
．
…
．
．
…
．
…
曹
…
…
．
…
一
｝
？
町
毒
…
ー
…
…
…
肉
”
…

善
意
を
あ
り
が
と
う

警
察
官
B
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

金
　
　
　
　
　
　
　
し
く
お
願
い
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

募
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
一
世
帯
当
り
二
百

　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
日
　
四
十
円
く
ら
い
の
目

　
　
　
　
　
ロ

岡
燗
鴛
と
し
て
お
り
ま

共
川
嚢
同
萎

＝
。
一
。
乙
＝
一
：
二
一
一
＝
一
一
。
。
『
二
＝
一
。
一
二
『
＝

　
げ
て
く
れ
る
集
い
、
県
外
か
ら
の
お

　
嫁
さ
ん
を
対
象
に
、
四
十
四
年
か
ら

　
　
〃
つ
く
し
会
〃
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

　
の
で
す
。

　
　
た
だ
集
っ
て
、
と
り
と
め
も
な
い

　
話
を
す
る
と
き
が
、
こ
の
人
た
ち
に

　
は
こ
の
う
え
な
い
喜
ぴ
の
ひ
と
と
き

　
と
な
り
、
通
じ
あ
う
心
は
、
ま
さ
に

　
胸
き
ん
を
開
け
る
友
人
た
ち
に
変
わ

　
る
と
か
、
年
齢
層
は
ま
ち
ま
ち
で
も

　
ふ
る
さ
と
を
遠
く
に
も
つ
人
た
ち
の

　
気
持
は
一
つ
に
な
る
と
き
な
の
で
す
。

　
　
〃
わ
た
し
は
よ
そ
者
だ
か
ら
〃
、

　
〃
あ
の
人
は
、
よ
そ
か
ら
来
た
人
だ

　
か
ら
〃
、
け
っ
し
て
悪
い
意
味
で
は

　
な
い
の
で
す
が
、
取
り
除
け
な
い
こ

　
ん
な
思
い
が
、
つ
い
周
囲
に
心
を
許

　
せ
な
い
結
果
に
も
な
る
と
い
い
ま
す
。

　
　
他
人
で
も
、
同
郷
と
知
っ
た
と
き

　
の
親
し
み
は
、
ま
た
格
別
な
も
の
。

　
そ
の
心
境
は
理
解
に
か
た
く
あ
り
ま

．
層
…
．
．
…
一
一
；
…
．
二
＝
－
．
．
．
一
．
一
．
．
．
さ
一
．
．
．
二
＝
；
二
印
．
；

　
　
香
典
返
し
二
件

　
仁
田
の
山
口
利
春
さ
ん
か
ら
、
父
芳

蔵
さ
ん
死
亡
に
よ
る
香
典
返
し
と
し
て

二
万
円
。

　
上
野
の
星
名
寛
雄
さ
ん
か
ら
、
父
力

雄
さ
ん
の
死
亡
に
よ
る
香
典
返
し
と
し

て
二
万
円
。

二
＝
3
＝
；
『
＝
＝
一
■
乙
＝
一
；
一
＝
一
3
＝
＝
一
乙
＝
一
＝
；
＝
一
乙
二
3
；
－
＝
2
乙
一
＝
一
乙
＝
＝
。
乙
＝
一
ニ
ニ
＝
；
二
＝
。
乙
＝
『
。
乙
一
3
二
一
＝
3
二
＝
一
一
乙
＝
。
＝
二
＝
；
乙
＝
一
；
一
＝
3
乙
＝
7
乙
＝
3
■
乙
＝
3
も
一
3
●
．
二
＝
・
乙
＝
一
3
一
＝
ご
●
一
＝
丁

せ
ん
。

　
先
の
集
い
で
は
、
同
県
同
町
も
い

い
と
こ
ろ
、
よ
く
よ
く
た
ず
ね
た
ら

隣
近
所
の
人
だ
っ
た
と
い
う
例
も
あ

っ
て
、
話
が
つ
も
り
つ
も
っ
た
と
か
。

　
会
は
、
伊
友
の
高
橋
美
枝
さ
ん
を

会
長
に
、
三
十
名
の
メ
ン
バ
ー
、
年

一
、
二
回
の
集
り
で
す
が
、
か
た
い
き

ず
な
は
、
日
常
生
活
に
一
層
の
心
強

さ
を
そ
え
る
、
と
楽
し
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
代
表
の
方
か
ら
こ
の
町

の
評
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　
一
番
の
苦
痛
は
、
こ
と
ぱ
、
風
習

た
べ
物
の
違
“
だ
そ
う
で
す
。
〃
ア

ン
ブ
〃
が
食
わ
れ
な
く
て
泣
い
た
人

も
あ
っ
た
と
か
、
性
格
的
に
も
、
こ

の
へ
ん
の
人
に
は
、
暗
い
面
が
多
く

見
ら
れ
、
封
建
的
な
部
分
も
の
ぞ
か

れ
る
と
い
い
ま
す
。

　
で
も
、
新
潟
の
男
性
は
勤
勉
実
直

沈
思
黙
考
型
、
と
こ
の
点
ば
か
り
は

二
一
＝
阜
，
二
＝
一
一
二
＝
＝
二
＝
臼
嫡

　
　
次
に
よ
り
、
明
春
四
月
採
用
の
新
潟

　
県
警
察
官
B
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
○
採
用
予
定
人
員
　
　
約
六
十
人

　
O
受
付
け
期
間
　
九
月
二
十
五
日
ま
で

　
O
第
一
次
試
験
　
十
月
三
日
（
日
）

　
O
第
二
次
試
験
　
十
一
月
下
旬
、
予
定

○
受
験
資
格

　
　
高
校
卒
程
度
の
学
力
を
有
す
る
も

　
　
の
で
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
か

　
ら
、
同
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
　
生
れ
た
男
子
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
近
く
の
警
察
署
、

　
駐
在
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　
ボ

大
い
に
お
ほ
め
の
乙
と
ば
…
：
・
。
　
鼎

　
誠
実
な
男
心
に
ほ
だ
さ
れ
て
つ
い

こ
の
町
に
：
：
・
・
と
い
っ
た
人
も
あ

る
の
か
も
？
？
？

　
町
に
も
っ
と
活
気
が
ほ
し
い
。
盆

お
ど
り
や
お
祭
り
は
、
町
中
あ
げ
て

の
娯
楽
に
で
き
な
い
も
の
で
し
よ
う

か
。
官
公
庁
な
ど
も
い
っ
せ
い
に
休

み
に
し
、
町
民
す
べ
て
が
バ
カ
に
な

っ
て
騒
ぎ
ま
わ
る
、
そ
ん
な
こ
と
が

年
に
一
，
回
く
ら
い
あ
っ
て
も
い
い
の

に
：
・
…
と
の
乙
と
で
し
た
。

　
さ
て
、
県
外
か
ら
お
い
で
の
皆
さ

ん
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
お
ち
い
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
し
よ
う
。
そ
ん
な

と
き
、
〃
つ
く
し
会
〃
の
メ
ン
バ
ー

と
、
ぐ
ち
を
こ
ぼ
し
、
ふ
る
さ
と
の

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
持
が
さ

っ
ぱ
り
す
る
こ
と
で
し
よ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
農
協
営
農
課
の

金
子
・
中
島
さ
ん
か
セ
ン
タ
ー
ヘ
。

∠
「
…
…
ー
ー
…
…
．
ぽ
ー
…
…
…
…
塁
．
…
…
…
．
…
…
判
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
こ
の
日

か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
老
人
福
祉
週

　
間
で
す
。

　
　
〃
語
り
あ
お
う
老
後
の
く
ら
し

し
と
健
康
を
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に

　
　
　
　
各
地
で
様
々
な
催
が
行
わ

ら　　
　
　
　
れ
ま
す
。

く　　
　
　
　
冒
層

の　
　
　
・
＼
す

後
を
で
町
で
は
ど

あ
と
福
＋
歳
以
上
の
方

」
　

人
雛
替
蝦

じ
　
　
老
す
．

語
　
　
こ
の
「
敬
老

＼
＼
　
　
　
　
　
　
の
日
」
に
は
、

　
と
く
に
、
最
近
は
人
口
の
老
齢
化
が

著
し
く
、
国
全
体
と
し
て
も
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
老
人
福
祉
対

策
の
拡
充
、
強
化
は
も
と
よ
り
、
わ
た

し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
老
人
問
題
を

自
分
の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
、
見
つ

め
る
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
6

町
で
は
唱
人
に
お
祝
い

長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
敬
愛

と
、
長
寿
、
健
康
の
お
祝
も
含
め
、
記

念
品
な
ど
を
贈
る
予
定
で
す
。

　
内
訳
と
し
て
は
、
七
十
五
歳
以
上
の

方
全
員
に
敬
老
祝
金
を
、
ま
た
八
十
歳

以
上
の
方
全
員
（
来
年
以
降
は
八
十
歳

の
該
当
者
の
み
）
に
湯
の
み
茶
わ
ん
を

さ
ら
に
、
寝
た
き
り
老
人
十
三
人
に
夏

物
、
冬
物
の
寝
ま
き
各
二
着
を
贈
り
ま

す
。
一
方
、
県
か
ら
も
九
十
歳
の
人
三

人
に
座
布
団
を
贈
る
ほ
か
、
七
十
五
歳

51・9・1町の長寿番付
氏　　名 住所 齢 氏　　名 住　所 齢

羽鳥伝吉 伊友 95 横綱 沢ロキセ 下　平新　田 94

丸山キト 籍笛 93 大関 水品モン 薯雷 93
大久保トミ 野　口 93 関脇 貴田モヨ 伊友 92

米山常作 室　島 92 小結 小林カタ 中仙田 91

丸山ミテ 木　落 91 前頭 江口鶴治 小白倉 90

平野徳平 四郎兼 90 2 田中サチ 仁　田 90
金子富太郎 岩　瀬 89 5 蔵品ムメ 霜　条 89
星野イノ 野　口 89 4 中条トミ 元　町 89
平野荘二 中島町 89 5 茂野トク 室　島 89
上村省司 下　平新　田 88 6 大海ラク 霜　条 88
高橋トメ 田　中 88 7 数藤忠吉 瀞暫 88
田村元吉 赤　谷 88 8 星名ゲン 伊友 88
相崎由松 沖　立 87 9 高橋元吉 大白倉 87
中島ツチ 中島町 87 10 高橋松蔵 田　戸 87

平野シゲ 四郎兼 87 十両 高橋マス 三　領 87

田村ミン 鶴　吉 87 2 平野政直 東善寺 87
田中ムメ 神社町 87 ろ 数藤丑三郎 学校町 86

登坂紺治 岩　瀬 86 4 上村耕平 木　島 86
戸田忠太郎 仁　田 86 5 登坂ヒロ 赤　谷 86
根津力子 原　田 86 6 高橋薄ツ 中仙田 86

星名正治 伊　友 86．7 羽鳥ツル 木　落 86
星名オト 霜　条 86 8 小林吉太郎 元　町 86
山家トヤ 木　落 86 9 藤田』ク 根　深 86

以
上
の
全
員
に
お
菓
子
が
届
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

藍
惹
鍋
捻
り
捻
ぎ
惹
鍋
凶
藍
捻
藍
薄
い
惹
藍
惹
豊
丙
い
盈
ぎ
捻
蔦
い
薄
藍
忍
藍
一
藍
捻
鍋
惹
い
捻
豊
薄
ぎ
一
餐
捻
樫
惹
い
憲
鍋
§
海

▲8・15恒例の成人式を開催　川西町の誕生と
　同じころうぶ声をあげた人たち148人が出席。

▼8・26千手観世音堂内の大壁画・格天井の完
　成を祝う落慶式が児玉画伯を迎えて盛大に行
　われたo

庁
内
人
事

▽
死
亡
退
職

　
診
療
所
運
転
手
・
村
山
信
治
（
六
月

十
三
日
付
）
、
上
野
保
育
園
用
務
員
・

星
名
力
雄
（
八
月
十
五
日
付
）

高
橋
覚
　
伸
幸

高
野
真
由
美
淑
弘

上
村
沙
織
剛

長長長
女女男

〔社明募金に感謝・総額358，973円〕
中
仙
田

中
仙
田
上
野

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
郎
茂
野
秀
一
　
藤
沢

醗
羅
砺
曝
謙
（
。
葬
揮
ρ
繋
ひ

鰯
亀
曜
噺
魅
馬
亀
覧
噺
』
覧
覧
剛
亀
、
馬
し
亀
魁
覧
覧
魅
、
覧
覧
し
も
馬
、
も
噺
覧
馬

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

金高田小高大片押渡
子橋口川橋塚桐木貫
　　奈久
寛和津美博大良大克
子久美子美士春輔典

猛庸勇政登三一貢隆
　浩　信六郎彌　夫

三二長二長長二長長
女男女女女男男男男
　　　　　　　　新
岩神木赤中高上元町
　社　　 仙原　　 新
瀬町落谷田田野町田

星
名
力
雄

小
林
リ
ヤ
ゥ

丸
山
延
八
郎

小
林
直
義

大
久
保
キ
ヨ

山
口
芳
藏

羽
鳥
カ
ル

木
村
マ
サ
エ

平
野
民
藏

高
橋
憲
太
郎

金
井
キ
ク

上
野

中
仙
田

高
原
田

中
仙
田

仁木仁野

田落田口

東
善
寺

神
社
町
室
島

八七七七七六六六五四四
二五四三三八三〇一九七

、

雷
の
過
ぎ
れ
ば
も
と
の
蝿
し
ぐ
れ

盆
踊
り
嫁
に
来
る
娘
も
輪
の
中
に

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

南
瓜
の
葉
肩
垂
れ
猛
暑
続
き
を
り

朝
顔
の
種
子
を
頼
み
て
戻
り
け
り

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

う
ら
盆
も
過
ぎ
し
コ
ス
モ
ス
秋
の
色

末
つ
娘
に
送
り
し
栗
の
文
を
待
つ

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

連
峰
は
紅
葉
と
な
り
て
ダ
ム
澄
め
り

秋
晴
れ
の
空
大
い
な
る
鳶
舞
え
り

　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

村
総
出
神
輿
の
道
の
掃
か
れ
け
り

　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
文
峯

蜻
一
蛉
来
て
羽
を
休
め
し
鳳
仙
花

　
　
　
　
　
　
新
町
敏
　
　
子

風
船
を
風
に
泳
が
せ
諏
訪
祭

　
『
俳
句
一
口
講
座
』
②

＊
感
動
の
心
を
も
つ
こ
と
”
日
常
見

聞
し
た
こ
と
に
感
動
す
れ
ば
こ
れ
を
話

し
た
り
書
い
た
り
す
る
。
こ
れ
が
表
現

衝
動
で
あ
っ
て
そ
の
気
持
を
何
か
に
表

し
た
い
と
思
う
。
そ
れ
が
絵
で
あ
り
音

楽
で
あ
り
、
散
文
と
な
り
俳
句
と
な
る
。

作
句
す
る
に
は
心
に
深
い
感
懐
を
持
ち

そ
れ
を
表
わ
そ
う
と
す
る
事
が
大
切
な

の
で
あ
る
。

ふ
き
の
と
う
会
員
作
品

　
　
　
　
　
　
上
野
清
水
け
い
子

風
鈴
の
忘
れ
ら
れ
た
る
雨
の
日
々

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
薄
月

灯
籠
に
蝉
迷
い
き
て
踊
り
更
け

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
登
坂
紅
葉

風
鈴
の
そ
よ
と
も
せ
ず
に
軒
に
あ
り

＊
ふ
き
の
と
う
例
会
九
月
二
＋

四
日
、
夜
七
時
半
、
上
野
支
所
に
て
。

小わ琶　
　
俳
壇

太
田
白
南
風
　
選

三
領
た
か
し




